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〈
会
員
著
書
紹
介
》

奥
村
三
雄
編

『
九
州
方
言
の
史
的
研
究
」

昭
和
四
十
四
年
の
『九
州
方
言
の
基
礎
的
研
究
』
(九
州
方
言
学
会
編
、
風
間

書
房
)
刊
行
以
来
、
久
し
く
現
れ
な
か
っ
た
九
州
方
言
の
本
格
的
な
研
究
が
、

奥
村
三
雄
先
生
の
編
著
と
い
う
形
で
、
こ
の
程
公
刊
さ
れ
た
。

本
書
の
構
成
、
並
び
に
執
筆
担
当
者

(敬
称
略
執
筆
順
)
を
示
せ
ば
、
次
の

如
く
で
あ
る
。

第

一
章

九
州
諸
方
言
の
史
的
考
察

(奥
村
三
雄
)

一
、
九
州
諸
方
言
の
分
派
ー

方
言
国
語
史
的
考
察

二
、
九
州
諸
方
言
の
古
さ
=

文
献
方
言
史
的
考
察

第
二
章

方
言
国
語
史
的
研
究

一
、
方
言
地
理
学
的
研
究

(杉
村
孝
夫
、
伊
原
信

一
、
木
部
暢
子
、
高
橋

敬

一
、
辛
島
美
絵
)

二
、
九
州
諸
方
言
変
化
の
実
態

(中
村
萬
里
、
添
田
建
治
郎
、
陣
内
正
敬
、

二
階
堂
整
、
崎
村
弘
文
)

第
三
章

文
献
方
言
史
的
硬
究

一
、
文
献
方
言
史
総
論

(迫
野
度
徳
)

二
、
文
献
方
言
史
各
論

(高
山
倫
明
、
福
田
益
和
、
矢
野
準
、
伊
佐
山
潤

子
、
坂
口
至
、
藤
井
茂
利
、)

第
四
章

九
州
方
言
研
究
史

(辛
島
美
絵
、
二
階
堂
整
、
江
口
泰
生
、
赤
峯

裕
子
、
山
下
和
弘
、
坂
本
浩

一
、
高
山
百
合
子
)

第
五
章

筑
後
方
言
資
料

『
は
ま
お
ぎ
』
(解
題
岡
島
昭
浩
)

本
書
は
筑
紫
国
語
学
談
話
会
叢
書
第

一
集
、
九
州
方
言
学
会
編
書
第
二
冊
等

の
意
味
も

こ
め

て
い
る
と

い
う
。

同
時

に
ま
た
、
編
者
が
近

々
刊
行

を
予
定

し
て
い
る

『
方
言
国
語
史
研
究
』

の
実

践
編
第

一
部

を
な
す

と

の
こ
と

で
、

そ
の

一
日
も
早

い
完
成

が
望
ま
れ

る
。

(平
成
元
年
二
月

桜
楓
社

A
5
判

八
三

一
頁

四
二
〇
〇
〇
円
)

東
秀
吉
著『球

磨

の
話

し
言

葉

明
治
に
さ
か
の
ぼ
る
』

『
球

磨

の
話

し
言

葉

一
武
ん
し
た
ち
の
語
り
く
ち
』

両
書
と
も
、
文
字

ど
お
り
筆
者

の
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
と
成

っ
た
球
磨
弁
研
究

の

成
果
報
告

で
あ
る
。

先
ず
、

『球
磨

の
話

し
言
葉

明
治

に
さ
か

の
ぼ
る
』

は
、

球
磨
弁
三
部
作

(『
球
磨
弁

助
詞

と
助
動

詞
と
』

『球
磨
弁

音
韻
と
文
法
』
『
球
磨
弁

語
彙
と

語
法
』
)
に
於

い

て
成

さ
れ
た
当
該
方
言

の
現
状
報
告

に
後
を
承
け
、
球
磨
弁

の

ル
ー
ツ
を
遡
究
す

る
。

即
ち
、
明
治

三
十
三
年
旧
相
良
藩
士
稲
留
三
郎
筆

『
熊

津
連
く

咄
』
を
検
討
資
料
に
据
え
、
文
献
に
遺
在
す
る
状
況
か
ら
か
つ
て
の

姿
を
探

ろ
う
と
試

み
て
い
る
の
で
あ

る
。

内
訳

は
、

は
じ
め

に
著
者

・
背
景

・
体
裁

・
内
容

に

つ
い
て
触
れ
た
後
、

1

音

の
誰

り
、

Ⅱ

球
磨

の
話
し
言
葉

い
ろ
い
ろ

の
語
彙

の
両
部
に
互
り
、
資

料
原
文

の
実
例
か

ら
細
か
な
検
討
を
施
す
。
当
該
方
言

に
堪
能

な
著
者

な
ら
で

は

の
的
確

な
分
析

に
加

え
、
『
日
葡
辞
書
』
『
物
類
称
呼
』
等

の
文
献
資
料

と
の

つ
き
合

わ
せ
に
依

っ
て
、
堅
実
な
考
察
が
展
開
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
終
部

に
は
、

Ⅲ

原
文
引

用

と
し

て
、
会
話
体

・
独
り
語
り
部

分
を
中
心

に
二
十

一
篇

が

「
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う



註
を
付
し

て
抜
粋

翻
刻

さ
れ

て
い
る
。

次

に
、
『
球
磨

の
話
し
言
葉

一
武

ん
し
た
ち

の
語

り
く
ち
』

は
、
先
掲
三
部

作
が
旧
藍
田
村
大
字
間
の
車
道

・
旧
人
吉
町
字
南
町
附
近
を
対
象
と
し
た

の
に

対
し
、

こ
ち
ら
は
旧

一
武
村
地

区

で
の
三
年

に
互

る
調
査

の
成
果

で
あ
る
。

内
容
は
、
生
き
生
き
と
し
た
会
話
報
告

(註

・
共
ハ通
語
訳
付
)
を
間

に
挿
む

構
成

で
、
当
該
方
言

の
発
音

・
文
法

・
語
彙
と
手
広

い
分
析
が
施
さ
れ
る
。

両
書
と
も

に
、
筆
者

の

こ
よ
な
く
愛

し
た
球
磨
弁

へ
の
飽
く
な
き
探
究
心

の

結
晶

で
あ
り
、
方

言
資
料

と
し
て
は
も
と

よ
り
、
民
俗
資
料
と
し

て
も
実

に
貴

重
な
報
告
と
な

っ
て
い
る
。

さ
ら
な

る
成
果
が
望
ま
れ
た
矢
先
、
著

者
東

秀
吉

氏
は
平
成
元
年
七

月
に
御
逝
去

な
さ
れ

た
。
謹
ん

で
御
冥
福
を
お
祈

り
申

し
上

げ
ま
す
。

(昭
和
六
十

一
年
六
月

・
同
六
十
三
年

三
月

・
B

6
判

二
九
五
頁

・
二
六

一
頁
、
私
家
版
)

吉
田
達
著『伊
勢

物

語

・
大

和

物

語

そ
の
心
と
か
た
ち
』

本
書

は
、
『伊
勢
物
語
』
と

『大
和
物
語
』
と
を
研
究
対
象
と
し
た
、
著
者
初

め

て
の
論
文
集

で
あ

る
。
全
体

は
三
部
よ
り
構
成

さ
れ

て
お
り
、
第

I

・
Ⅱ
部

が

『
伊
勢
物
語
』
、
第

Ⅲ
部
が

『
大
和
物

語
』
に

つ
い
て
の
論
考
と

な

っ
て
い
る
。

内
容

は
次

の
通
り

で
あ
る
。

第

-
部

『
伊
勢
物
語
』
そ

の
心
と
か
た
ち

①

「
初
段
」

を
考

え
る

αD

「
二
段
」

を
考

え
る
「
挿
入
句

「
い
か
が
思

ひ
け
ん
」

の
表

出
意
図

に

つ
い
て
1

囮

「六
段
」
を
考

え
る

励
再

び
、

「初
段
」
を
考
え

る

第

Ⅱ
部〔序
章
〕
業
平
在
世
期

の
都
鄙
意
識
を
考
え
る

「

「楽
舞
」
記
事
を
中
心
と
し

て
「

0

「昔
男
」

の
董
恥

に

つ
い
て

㎜

「五
〇
段
」
～

「
五
九
段
」

に
お
け
る
編
成
意
図

に

つ
い
て
i
章
段

連
接

に
見
え

る
言
語
遊
戯
性
と
そ
れ
を
超

え
る
も
の
i

画

「女
」

の
董
恥

に

つ
い
て

鵬

「女

の
色
好

み
」
と
、
「
昔
男
」

の
敗
退

〔結
章
〕
『
伊
勢
物
語
』

に
お
け
る
四

つ
の

「
か
い
ま
見
」
を
考
え
る

第

Ⅲ
部

『
大
和
物
語
』

そ
の
心
と
か
た
ち

・
断
章

ω

「
初
段
」
を
考
え
る
「

宇
多

=

「伊
勢

の
御
」
所
生
子

二
人
説
を
背

景
と
し

て
1

田

「
一
四
七
段
」

の
文
体

と
方
法
を
考

え
る

圓

「
一
二
七
段
」
を
考

え
る
ー

「紅
染
深
色
禁
制
」
を
背
景
と
し

て
1

励

コ

〇
三
段
」

に
お
け
る

「
い
ろ
こ
の
む
」
を
考
え
る
ー

「
深
紅
色

禁
制
」

を
北
具
尿
と
し
て
ー

な
お
、
第
I

・
Ⅲ
部

の
論
考

は
、
昭
和
五
十
三
年
か
ら
昭
和
六
十

一
年

ま

で

の
間
に
発
表
さ
れ
た
も
の
よ
り
な

り
、
第

Ⅱ
部

は
、
本
書

の
出
版

に
あ
た

っ
て

新
た
に
書

き
下

さ
れ
た
も

の
で
あ

る
。

(昭
和
六
十
三
年
七
月

九
大
出
版
会

A
5
判

五
四
八
頁

一
〇
〇
〇
〇
円
)

「52う



森
下
純
昭
ほ
か
著

『
新
釈
と
り
か

へ
ば

や
」

本
書
は
書
名

の
示
す
通
り
、
『
と
り
か

へ
ば

や
』
の
本
格
的
注
釈
書

の

一
つ
で

あ
る
。
『
と
り
か

へ
ば
や
』

は
、
平
安
朝
後
期

の
物
語
作
品
群

の
中

に
お

い
て
、

重
要
な
地
位
を
占

め
る
作
品

で
あ
る
が
、

こ
れ
ま

で
に
刊
行
さ
れ
た
注
釈
書

の

数
は
非
常

に
少

な
く
、

ま
た
主
要
な
古
典
注
釈
叢
書

に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

な

い
。
本
書

の
刊
行

は

『と

り
か

へ
ば
や
』
研
究

に
お

い
て

一
期
を
画
す

る
出

来
事

で
あ
る
。

本
文

は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
を
底
本
と
し
、

こ
れ
に
四
系
統
計
七
本

の
諸
本

を
校
合
す

る
。

注
釈

は
、
内
容

に
応
じ

て
十

四
章

に
分
け
ら
れ
、

さ
ら
に
各
章
ご
と

に
適
宜

六
～
十

三
節
程
度

に
分
か
れ

て
い
る
。
ま
ず

「本
文
」

の
部
分

に
、
頭
注
と
し

て
前
述

の
校
合
本
と

の
校
異
が
付
さ
れ
る
。
本
文

は
、
校
合
部
分
以
外

に
も
読

み
や
す

さ
を
考
慮
し

て
校
訂
が
な
さ
れ

て
い
る
が
、
原
形

は
傍
記
等

の
形

で
残

さ
れ
、
底
本
本
文

の
尊
重
が

は
か
ら
れ

て
い
る
。

つ
い

で
、
「
通
釈
」
及
び

「
語

釈
」
部
分

に
口
語
訳
、
各
語

の
解
釈
、
解
説

が
示

さ
れ
、

さ
ら

に
必
要

に
応
じ

て

「
補
説
」

の
項
が
立

て
ら
れ
、
解
説

の
充
実

が
図

ら
れ

る
。

巻
末

に
は
作
品
解

説
と
底
本

・
校
合
本

解
説

の
二
部

よ
り
な
る
解
説

を
付

す
。
作
品
解
説

で
は
、
成
立
年
次

・
作
者
、
古

『
と

り
か

へ
ば
や
』

の
人
物
関

係
、
先
行
作
品

の
受
容
、
主
題

と
構
想
な
ど
を
考
察
し
、
底
本

・
校
合
本
解
説

で
は
、
本
文

の
校
合

に
用
い
ら
れ

た
諸
本

の
概
説
を
述

べ
る
。

(昭
和
六
十
三
年
五
月

風
間
書
房

A
5
判

六
八
三
頁

一
八
○
○
○
円
)

田
坂
憲
一
編

『源
氏
釈
諸
本
集
成
』

本
書

は
、
平
安
末
期
藤
原
伊
行

の
著
し
た

『
源
氏
釈
』

の
、
現
在
知

ら
れ

る

か
ぎ
り
の
資
料
を
博
捜
し
、

一
覧

で
き
る
よ
う

に
し
た
労
作

で
あ

る
。
内
容

は

次

に
掲
げ

る
三
部
か
ら
な

る
。

一
、
源
氏
釈
諸
本
集
成

・
北
野
克
氏
蔵

『
末
摘
花

・
紅
葉
賀
断
簡
』

(残
存
本
)

・
書
陵
部
蔵

『
源
氏
物
語
注
釈
』
所
収

『源
氏
物
語
或
抄
物
』
(抄
出
本
)

・
書
陵
部
本

(明
石
巻
迄
の
残
存
本
)

・
前
田
家
本

(
完
本
)

以
上

の
四
本

を
そ

の
異
同

が
比
較

で
き

る
よ
う
対
照
表

に
し
た
も

の
。

注
釈

の
項

目
ご
と
に
分
類

し
、
上
下

に
並
記
し

て
あ
る

の
で
、
注

釈
の

異
同
や
有
無

が

一
目

で
わ
か

る
よ
う

に
な

っ
て
い
る
。

二
、
源
氏
釈
古
筆
切
集
成

伝

顕
昭
筆
、
伝
良
経
筆
、
伝
浄
弁
筆

の

『
源
氏
釈
』

の
古
筆
断
簡
六
葉

を
掲
出
す

る
。

三
、
本
書

所
収

の

『
源
氏
物
語
或
抄
物
』
、
前
田
家
本

『
源
氏
釈
」
と
、
吉
川

家
本

『源
氏
物
語
勘
物
』
、
お
よ
び
都
立
中
央
図
書
館
本

と
の
注
釈
項
目

の
出
入

り
に

つ
い
て

一
覧

で
き
る
よ
う

に
し
た
も
の
。
注
釈
箇
所
と

そ

の
該
当
本
文
を
小
学
館

日
本

古
典
全
集

『源
氏
物
語
』

の
頁

に
よ
り
示

し
、
検
索
を
容
易

に
し
研
究
者

の
便

を
は
か

っ
て
い
る
。

本
書

は
、
伝
本
間

の
異
同
が
激
し
く
、
個

々
に
見

て
い
た
の
で
は
判
然
と
し

な
い
注
釈

の
状
況
を
解
明
す
る
た
め
の
貴
重

な
資
料
集
成

で
あ

る
。

(
昭
和
六
十

二
年
十
二
月

罹
歌
圭
旦
房

A
5
判

一
二

〇
頁

一
、八
○
○
円
)
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後
藤
昭
雄
編

『
金
剛
寺
蔵

注
好
撰
』

平
安
末
期

の
説
話
集

で
あ

る

『
注
好
撰
』
は
、

こ
れ
ま

で
東
寺
観
智
院
本
系

統

の
写
本

の
み
が
知
ら
れ

て
い
た
が
、

こ
の
た
び
別
系

統

の

一
本

で
あ
る
金

剛

寺
蔵
本
が
後
藤
昭
雄
氏

の
編

に
よ
り
、
和
泉
書
院
叢
書

の

一
冊
と
し

て
公
刊
さ

れ

た
。
金
剛
寺

は
河
内
長
野
市

に
あ
る
古
刹
。
鎌
倉
時
代

の
古
写
本

を
は
じ
め

多
く

の
聖
教
典
籍
類
が
所
蔵

さ
れ

て
い
る
。
後
藤
氏

は
、
『
本
朝
文
粋
』
の
鎌
倉

期
古
写
本

の
調
査
を
き

っ
か

け
に
こ
の

『
金
剛
寺
本
注
好
撰
』
を
発

見
さ
れ
た
。

本
書

は
観
智

院
本

に
な

い
下
巻

を
完
備

し
た
新
資

料

で
あ
る
。

内
容

は
、

目

録

・
全
文

の
影
印

・
観
智

院
本

と

の
詳
細

な
校
異
を
掲

げ
る
翻
刻

・
及

び
解

説

・
固
有
名
詞
を
中
心
と
し

た
語
句
索
引

で
あ
る
。

金
剛
寺
本

に

つ
い
て
は
、
本
書

の
解
説

に
詳
し

い
が
、
中
下
巻
の
み

の
零
本

な

が
ら
、
観
智
院
本

に
な

い
幾

つ
か

の
特
色
が
見
ら
れ
る
。
解
説

に
従

っ
て
主

な
点
を
挙
げ
れ
ば
、

・
観
智
院
本

に
比

べ
て
は
る
か

に
詳
密
な
傍
訓
、
送
り
仮
名
が
付

さ
れ

て
い

て
、

ま
ま
声
点
が
付

さ
れ

て
い
る
場
合
も
あ
り
、
国
語
史

の
資
料

と
し

て

重
要

で
あ

る
。

・
観
智
院
本

に
な

い
二
十
条
も

の
未
知

の
説
話
を
載
せ
る
。

・
観
智
院
本

の
本
文
と

の
間

で
か
な
り

の
異
同
が
見
ら
れ
、
貴
重

な
対
校
資

料
と
な
り
得
る
。

の
三
点
だ

ろ
う
。

今
昔
物
語
集

の
成
立

と

の
関
連

で
も
し
ば
し
ば
論

じ
ら
れ
る

『
注
好
撰
』

の

別
系
統

の
本
文
を
手

近
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と

は
、
国
語
学
、
国
文

学

の
両
方

の
研
究
者

に
と

っ
て
大

き
な
恩
恵

で
あ
る
。
本
書

に
よ

っ
て
更
な
る

研
究

の
進
展
が
期
待
さ
れ
る
。

(昭
和
六
十
三
年
十
月

和
泉
書
院

A
5
判

二
四
二
頁

五
八
〇
〇
円
)

今
井
源
衛
編

『源
氏
物
語
と
そ
の
周
縁
」

今
井
源
衛
先
生
と

そ
の
門
下
生

に
よ
る
研
究
会
春
秋
会

で
は
、
先

に

『
我
身

に
た
ど
る
姫
君
』

の
全
訳
注
を
上
梓
し
た
が
、
そ
の
メ

ン
バ
ー
を
中
心

に
、
本

年

二
月

に
古
稀
を
迎

え
ら
れ
た
先
生
を
お
祝

い
す
る
た
め
に
編

ま
れ
た
の
が
本

書

で
あ
る
。
執
筆
者
と
題
目
を
次

に
掲
げ
る
。

「
お
の
が
い
と
め

で
た
し
と
」
考

(今
井
源
衛
)

「
ふ
る
も
の
が
た
り
」
孜

(今
西
祐

一
郎
)

夕
顔
考

(中
島
あ

や
子
)

髪
黒
北

の
方
造
型

の
意
義

(西
丸
妙
子
)

若
菜
巻

以
降

の
紫
上

の
妻
と
し

て
の
立
場

(工
藤
重
矩
)

宇
治

の
中

の
君

に

つ
い
て

(武
谷
恵
美
子
)

都
立
中
央
図
書
館
本

『
源
氏
釈
』

に

つ
い
て

(
田
坂
憲

二
)

物
語
史

〈源
氏

以
後
〉

・
断
章

1

『
夜

の
寝
覚
』
『
今
と
り
か

へ
ば
や
』
か

ら

『
我
身

に
た
ど

る
姫
君
』

へ
ー

(辛
島
正
雄
)

『大
鏡
』
の
主
題
と
執
筆
意
図

(森
下
純
昭
)

藤
原
為
光
考
ー
ー
そ
の
生
涯
と
為
光

・
誠
信
父
子
周
辺
の
文
人
た
ち
=

(福
井
迫
子
)

嶋
田
忠
臣
と

『
荘
子
』

(金
原
理
)

菅
原
道
真
と
都
良
香
「
1
史
料
と
説
話
の
は
ざ
ま
を
探
る
i

(田
坂
順

子
)
史
料
所
載
平
安
朝
詩
詩
題
索
引

(後
藤
昭
雄
)

(影
印
)
『光
源
氏
物
語
本
事
』

・
『幻
中
類
林
』

一54う



影
印
解
題

(田
坂
憲
二
)

私

の
履
歴
書

(
今
井
源
衛

)

な
お
今

井
先
生
御
自
身

に
よ
る

「私

の
履
歴
書
」

は
、
個
人

の
研
究
史

で
あ

る
ば
か
り

で
な
く
、
戦
中

・
戦
後
と

い
う
時
代

に
お

い
て
、
文
学
研
究

の
置
か

れ

て
き
た
状

況
を
語
る
学
界
史
と

し
て
も
貴
重

で
あ

る
。

(平
成
元
年

6
月

和
泉
書
院

A
5
判

三
五

一
頁

九
七
八
五
円
)

飯
倉
洋

}
校
訂

『侠
斎
樗
山
集
』

今
回
、
「
叢
書
江
戸
文
庫
」
シ
リ
ー
ズ

に
収
め
ら
れ
た
本
書

に
は
、
侠

斎
樗

山

の
、

い
わ

ゆ
る
樗
山
七
部

の
書

の
う
ち
、
『
天
狗
芸
術
論
』

(享

保
十

四
年

刊
)

を
除
く
も

の
、

つ
ま
り
、

『
田
舎
荘
子
』
/

『
田
舎

荘
子
外

篇
』

/

『
河
伯
井
蛙
文
談
』
/

『再
来

田
舎

一
休
』
/

『六
道
士
会
録
』
/

『英

雄
軍
談
』
/

『雑
篇
田
舎
荘
子
』

が
収
録

さ
れ

て
い
る
。

ヒ

れ
ら
は
、
『
田
舎
荘
子
』
の
ほ
か
は
、
い
ず
れ
も
未
翻
刻
だ

っ
た
も

の
で
あ

り
、
ま
た
、
そ

の

『
田
舎
荘
子
』

に
し
て
も
、
帝
国
文
庫

『
落
語
全
集
』

の
誤

り
の
多

い
翻
刻

で
あ

っ
た
り
し

て
、
実
質
的

に
は
本
書

に
お

い
て
初
め

て
、
信

頼

で
き

る
本
文

で
、
樗
山

の
著
述
が
、
ま
と
め

て
手
軽

に
見
る

こ
と
が

で
き
る

よ
う
に
な

っ
た
と
言

っ
て
よ
い
。

享
保
時
代

の
教
化
政
策
と
老
荘
思
想

の
流
行

に
の

っ
て
、

談
義
本

と
言

わ
れ

る
文
芸

が
登
場
し
た
。
談
義
本

の
意
義
や
、
そ

の
先
駆
と
も
言
う

べ
き
樗
山

に

つ
い
て
は
、
中
野
三
敏
氏

の

『
戯
作

研
究
』

に
収
め

ら
れ
て
い
る
諸
論
文

に
お

い
て
、
明
ら
か

に
さ
れ

て
既
に
久
し
い
。

し
か
し
、

こ
れ
ま
で
研
究
者

は
、
樗

山

の
七
部

の
書
す
ら
、
容
易

に
は
読

め
な
か

っ
た
わ
け
で
あ

る
。

そ
う
し
た
意
味

で
、
本
書

は
研
究
者
待
望

の
も

の
と
言
え

よ
う
。
な
お
、
飯

倉
洋

一
氏

の
解
題

に
は
、
『
ヨ
舎
荘
子
』
を
は
じ
め
と
す
る
収
録
乍
品

に
、
未
載

の

『
天
狗
芸
術
論
』
ま

で
含
め
た
著

述

の
そ
れ

ぞ
れ

に
お

い
て
、
諸
本

に

つ
い

て
の
詳
細
な
調
査

が
備

わ

っ
て
い
る
。

(昭
和
六

十
三
年
十
月

国
書

刊
行
会

B

6
判

四
五

三
頁

四
六
〇

〇

円
)

『
中
村
幸
彦
著
述
集
』

昭
和

五
十
七
年
六
月
以
来
七
年
、
平
成
元
年
七
月

に
、

『中
村
幸
彦
著
述
集
』

全
十

五
巻

が
遂

に
完
結
を
み
た
。

本
著
述
集

に

つ
い
て
は
、
既

に
研
究
者

の
周
知

の
こ
と
で
あ

り
、
所

々
に
触

れ

ら
れ

る
こ
と
も
あ

っ
て
、

改
め

て
こ

こ
で
取

り
上

げ

る
ま

で
も
な

い
だ
ろ

う
。
よ

っ
て
、
簡
単

に
、
著

述
集

の
構
成

に

つ
い

て
記
す

の
み
に
と
ど
め
た

い
。

全
巻

の
構
成
は
以
下

の
と
お
り

で
あ

る
。

第

「一
巻

第
二
巻

第
三
巻

第
四
巻

第
五
巻

第
六
巻

第
七
巻

第
八
巻

第
九
巻

第
十
巻

第
十

一
巻

第
十
二
巻

近
世
文
芸
思
潮
論

近
世
的
表
現

近
世
文
学
縢
稿

近
世
小
説
史

近
世
小
説
様
式
史
考

近
世
作
家
作
品
論

近
世
比
較
文
学
孜

戯
作
論

俳
諸
珀
説

舌
耕
文
学
談

漢
学
者
記
事

国
学
者
紀
諏

「55
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第
十
三
巻

近
世
世
語

第
十

四
巻

書
誌
聚
談

第
十

五
巻

菜
色
子
雑
筆

右

の
構
成

か
ら
も
知

ら
れ

る
よ
う

に
、
本
著
述
集
は
、
近
世

の
あ
ら
ゆ
る
分

野

に
及
ぶ
、
中
村
学

の
集
大
成

で
あ
り
、
『
第
二
巻

近
世
的

表
現
』
と

『第

四

巻

近
世
小
説
史
』
は
、
中
村
先
生
が
新
た

に
書
き
下
ろ
さ
れ
た
も

の
で
あ

る
。

な
か
で
も
、
『
近
世
小
説
史

』
は
、
現
時
点

で
は
中
村
先
生

に
の
み
可
能
と
も

言
え
る
も
の
で
、

ま
さ
に
、
近
世
文
学

の
研
究
者

の
み
な
ら
ず
、
文
学
研
究
者

が
永

い
こ
と
待
ち
望
ん

で
い
た
、
最
も
信
頼

で
き
る

一
冊

で
あ

る
。

本
著
述
集

の
完
結
は
、
中
村
先
生

の
昭
和
六
十

一
年
度
朝

日
賞
受
賞
と
合
わ

せ
て
、
ま

こ
と

に
喜
ば
し

い
こ
と

で
あ
り
、

ま
す

ま
す

の
御
健
康
と
御
活
躍
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

(昭
和
五
十
七
年

六
月
～
平
成

元
年
七
月

中
央
公
論
社

A

5
判

六
五
○

○
～
八
六
〇
〇
円
)

海
老
井
英
次

『
芥

川

龍

之

介

論

孜
「
自
己
覚
醒
か
ら
解
体
へ

』

こ
の
た
び
海
老
井
英
次
先
生
が
二
十
年

間
に
わ
た
る
芥
川
研
究

の
成
果
を

一

冊

に
ま
と
め
ら
れ
た
。
各
部

の
章
だ

て
は
次

の
と
お

り
で
あ

る
。

第

一
部

作
品
論

第

一
章

初
期

習
作

の
世
界
ー
芥
川
文
学

の

〈原
点
〉

の
検
討
ー

第

二
章

「羅
生
門
」
「

〈自
我
〉
覚
醒

の
ド
ラ

マ

第

三
章

「鼻
」
と

「
芋
粥
」
1

〈
自
我
〉
意
識

と

〈人
間
〉

へ
の
憧
憬
「

第

四
章

「
手
巾
」
と

「
楡
盗
」

文
壇

へ
の
登
場

第
五
章

「
戯
作
三
昧
」

と

「地
獄
変
」
ー

〈自
我
〉

の
神
格
化

第
六
章

「
蜘
蛛

の
糸
」

「
奉
教
人

の
死
」

そ
の
他
=
芸
術
家
と
彼
岸
的
な
も

の
と
-

第
七
章

「
秋
」
を
中
心

に
ー

〈感
動
〉
か

ら

〈認
識
〉

へ

第
八
章

「
藪

の
中

」
ー

〈中
有
〉

の
世
界
と
自
己
劇
化
=

第
九
章

「
六

の
宮

の
姫
君
」
を
中
心

に
=

〈
中
有
〉

の
世

界

の
展
開
ー

第
十
章

「少

年
」
そ

の
他
1

〈告
白
〉

へ
の
過
程

と
し
て
の

〈私
小
説
>
1

第

十

一
章

「玄
鶴
山
房
」
と

「
蚕
気
楼
」
1

〈
人
間
〉

の
解
体

第

十
二
章

「歯
車
」
と

「
或
阿
呆

の

一
生
」
i
遺
稿

に
み
ら
れ
る

〈自
我
〉

の
解
体

第

二
部

作
家
研
究

第

一
章

芥
川
文
学

に
お
け
る
空

間

の
問
題

第

二
章

芥
川
文
学

の
系
譜
ー
堀

辰
雄

に
よ
る

〈芥
川
的
な
も

の
〉

の
超
克

第

一
部
作
品
論
は
大

正
文
学

を
貫
流

し
て
い
る
自
我

の
絶
対
化
と
そ

の
崩
壊

の
過
程

の

一
典
型
を
芥

川
文
学

の
中

に
見

て
初
期

「
羅
生
門
」
か
ら
晩
期

「歯

車
」
「
或
阿
呆

の

一
生
」
ま

で
を
詳
細

に
分
析
解
読
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
そ
の
実

際
を
検
証
し
た
も
の

で
あ
る
。
第

二
部
作
家
研
究

で
は
、
特

に
第

二
章

で
芥
川

文
学

の
系
譜

を
堀
辰
雄

に
見

よ
う
と
す
る
。
第

一
節

〈
芥
川
文
学

の
系
譜
〉
、
第

二
節

〈芥
川
龍
之
介
と
堀
辰
雄
ー

〈歴
史
小
説
〉
に
お
け
る
比
較
↓

、
第
三
節

〈
「美

し
い
村
」
=

〈永
遠

に
守
ら
ん
と
す
る
も
の
〉
の
定
立
ー
〉
か
ら
構
成
さ

れ

る
。

(昭
和
六
十
三
年
二
月

桜
楓
社

A
5
判

五

四
三
頁

八
八
○
○
円
)

一
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石
田
忠
彦

『坪

内
迫
遙

研
究

附
文
学
論
初
出
資
料
』

本
書

は
第

一
部

「
文
学

活
動

の
概
括
」
、
第
二
部

「
試
論
と
考
証
」
、
附
録

「
文

学
論
初
出
資
料
」
か
ら
な
る
。

一
部

と
二
部

の
各
章

は
次

の
と
お
り
で
あ

る
。

第

一
部

文
学
活
動
の
概
括

第

一
章

文
学
的
出
発

第
二
章

『小
説
神
髄
』
に
先
行
す
る
作
品
群

第
三
章

小
説
に
お
け
る
真
理
の
追
究

第
四
章

「
ヨ
キ
ヒ
ト
」
設
定
の
経
過

第
五
章

「尤
も
不
得
意
な
」
時
期

第
六
章

没
理
想
論
の
形
成

第
七
章

没
理
想
論
争

第
八
章

小
説
理
論
の
完
結

第
二
部

試
論
と
考
証

第

一章

第
二
章

第
三
章

第
四
章

第
五
章

第
六
章

第
七
章

第
八
章

第
九
章

初
期
戯
文

の
没

理
想
性

年
譜

・
逸
文
考
1

「
清
治
湯

の
講
釈
」
「歴
史
思
想

の
改
造
」
な
ど

小
説

の
法
則
性
ー

『
小
説
神
髄
』
論
ー

小
説

の
効
用
性
=

『
小
説
神
髄
』
論
「

進
化
論
小
説

の
試
み
ー

ユ
縮

当
世
書
生
気
質
』
論
ー

小
説
理
論

に
お
け
る
美

の
真
理

「
真
理
」

の
行
方
=

「
細
君
」
論
「

「
戯
文
」

の
意
味
「

没
理
想
論

の
萌
芽
ー

「
理
想
」

の
意
義
「

没
理
想
論
争

へ
の

一
視
点
…

第
十
章

小
説

の
普
遍
性
ー

「美
辞
論
稿
」
解
読
ー

第

一
部

は
本
書

の
た
め

の
書
き
お

ろ
し

で
あ
り
、
明
治
十

五
年

か
ら
二
十
六

年

ま

で
の
文
学
活
動

を
小
説

の
目
的

・
手
段

・
効
用

の
三
本

の
軸

で
理
論
化

し

よ
う
と
し
た
試
論

で
あ

っ
て
著
者

の
方
法
意
識
が
明
確

に
示
さ
れ
た
部
分

で
あ

る
。
第

二
部

は

一
部

の
叙
述
を
さ
ら

に
深
化
し
考
証
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ

で
は
難
解

な
迫
遙

の
作
品
が
氏

の
明
析
な
理
論

に
よ

っ
て
論

理
的

に
解
明
解
読

さ
れ
る
。

そ
れ

は
迫
遙

の
難
解
さ
を
逆

に

「豊

か
さ
」

と
し
て
と

ら
え

よ
う
と

す

る
氏

の
意
欲

の
あ
ら
わ
れ

で
も
あ
る
。

附
録

に
は
明
治
十
六
年
九
月

二
十

日

「
明
治
協
会
雑
誌
」
二
十
五
号

に
掲
載

さ
れ
た

「小
説
文
体
」
を

は
じ
め
と
し

て
現
在
入
手
困
難
な
初
期
文
学
論
二
十

八
編

が
初
出
形

で
収
ま

る
。
資
料
集
と

し

て
貴
重
。

(昭
和
六
十
三
年
二
月

九

州
大
学
出
版
会

A
5
判

四
六
八
頁

八
五
〇

〇
円
)黒

田
彰

後
藤
昭
雄

東
野
治
之

三
木
雅
博

編
著

『上
野
本

注
千
字
文

注
解
」

梁

の
周
興
嗣
作

『千
字
文
』
は
、
『
蒙
求
』
や

『
百
詠
』
な
ど
と
並

ぶ
代
表
的

な
幼
学
書

で
あ

り
、
我
が
国

で
も
平
安
時
代

か
ら
広

く
利
用

さ
れ
て
き
た
。
本

書

は
そ
の
中

で
完
本
と
し

て
は
現
存
最
古

の
千
字
文
注

た
る
、
上
野
淳

一
氏
所

蔵
、
重
要
文
化
財

『
注
千
字
文
』

の
影
印
、
翻
刻
、
注
解

で
あ

る
。

内
容

は
、
略
解
題
、
影
印
、
翻
刻

及
び
注
解
、
敦
煙
本

の
影
印
と
翻
刻
、
解

説
、
書
名

・
人
名

・
地
名
索
引
、
字

訓

・
付
訓

・
字
音
索
引
、
千
字
文
本
文
漢

}57
で



字
索
引

よ
り
な

る
。

上
野
本

は
、
平
安
時
代

に
広
く
行
わ
れ

て
い
た
李
逞

に
よ
る
古
注

で
あ
り
、

今

日
他

に
類
本
を
見
な

い
貴
重
な
伝
本
。

『
日
本
国
見
在
書
目
録
』

に
見
え
る

「
千
字
文

一
巻

李
邊
注
」
は
、
上
野
本

と
同

じ
内
容

の
も

の
で
あ

る
可
能
性
が

高

い
と

い
わ
れ
、
平
安
時
代

の
漢
籍
受
容

や
訓
読
を
研
究
す

る
う
え

で
必
要
欠

く

べ
か
ら
ざ
る
資
料

で
あ
る

こ
と
は
言

を
侯

た
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
原
本

は
誤
写
も
散
見
し
文
意

必
ず
し
も
平
明

で
な

い
。
本
書

に
よ
り
精
緻
な
校
異
と

注
解
を
付
し
た
校

訂
本
文

が
得

ら
れ

る
こ
と

に
な
り
、
ま
た
事
項
索
引

に
と
ど

ま
ら
ず
、
字

訓
、
付

訓
、
字
音
索
引
も
備
わ

っ
て
、
国
語
学
的
研
究

に
も
資

す

る
所
は
大

き
い
。
な

お
残
閾
本
な
が
ら
、
上
野
本
よ
り
も
古

い
敦
燈
本

の
影
印

と
校
訂
本
文
を
載

せ
て
い
る
の
は
利
用
者

の
便
益
を
考
慮

し
た
周

到
な
措
置
と

言

え
よ
う
。

(平
成

元
年
六
月

和
泉
書
院

A
5
判

二
四
〇
頁

六

五
○
○
円
)

す
る
作
品

の
各
々

に

つ
い

て
は
、
す

べ
て
の
洒
落
本

に
目
を
通
さ
れ
た
編
集
委

「員
に
よ
る
、
書
誌
的
事
項

の
整

っ
た
解
題
も
備
わ

っ
て
い
る
。
ま
た
、
補
巻

に

は
、
洒
落
本
刊
本

写
本
年
表
も
存
す

る
。

こ
う
し
た
本
大
成

に
よ

っ
て
、
近
世

の
あ
ら
ゆ
る
文
芸

の
中

で
、
洒
落
本
が

最
も
資
料
的

に
完
備

さ
れ

た
分
野
と
な

っ
た
と
言
え
よ
う
。

そ

の
意
味

で
、
本

大
成

は
ま
た
、
近
世
文
学
研
究

に
お
け
る
、
現
在

の
最
も
高

い
水
準
を
示
す
も

の
で
あ

ろ
う
。

会
話
体
を
主
体
と
す
る
洒
落
本
は
、
周
知

の
如
く
、
近
世
語

の
重
要
な
資
料

で
も
あ

る
。
そ
う
し
た
も
の
も
含

め
た
洒
落
本
研
究
が
、
「
洒
落
本
大
成
」
と

い

う
基
礎

の
上

に
、
更

に
進
展
す
る

こ
と
を
信
ず

る
も

の
で
あ

る
。

(昭
和
五
十
三
年
九
月
～
昭
和

六
十

三
年
十

一
月
、
中
央
公
論
社
、
A
5
判
、

三
八
〇
〇
～
七
八
○
○
円
)

「58「

中
村
幸
彦

・
中
野
三
敏
他
四
名
編

『
洒
落
本
大
成
』

「
洒
落
本
大
成
」
全

二
十
九
巻

・
補
巻

一
巻
が
完
結
し
た
。

昭
和

五
十

三
年

九
月

か
ら
昭
和
六
十

三
年
十

一
月
ま

で
、
十
年

に
わ
た

っ
て
の
、

ま
さ
に
大
事

業

で
あ

っ
た
。

洒
落
本

の
翻
字

・
集
成
と

い
う

こ
と

で
は
、

戦
前

に

「
洒
落
本
大
系
」

が

あ

っ
た
が
、
本
大
成
は
、

い
わ
ゆ
る
初
期
洒
落
本
か
ら
写
本

の
洒
落
本

に
到
る

ま

で
、
現
存
す
る
す

べ
て
の
洒
落
本
、
六
百

二
点
を
収
め
た
、

い
わ
ば
洒
落
本

と

い
う

一
つ
の
分
野

の
完
全
な
翻
字

・
集
成

で
あ

る
○
そ
れ

に
加
え

て
、
所
収


